
   

※サーボアクセレロメータ 

マグネットにより振り子が元の位置に戻される際のコ

イルの電流から角度が求まるため、データの安定が早い
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１．概要 

挿入式孔内傾斜計は、ボーリング孔にプローブを

挿入して地中の水平方向の変位を連続的に測定する

もので、ダムやトンネル工事に伴う地盤の緩み、土

木工事における周辺地盤の変状測定、地すべり観測

などに広く用いられています。弊社の高精度孔内傾

斜計は、日本国内の製品として 1985 年に初めて販売

して以降、ユーザーの皆様からの意見により改良を

続けて今日に至るものです。 

今回、現場での使い勝手を更に向上させた製品を

開発しましたので、ケーシングパイプ(測定管)の状

態を観察する孔内カメラと合わせて紹介します。 

 

２．特徴 

(1)挿入式孔内傾斜計[デジタルＱティルト-200] 

a)製品の特徴 

・傾斜角検知部に、国内製品唯一のサーボアクセレ

ロメータ※を使用しているため、高精度で短時間

での計測が可能 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

b)改良点 

・バッテリーとデータロガーを一体化(従来は別) 

・インターフェイスをＳＤカード化 

(従来は RS-232C ケーブル) 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2)孔内カメラ[Ｑスコープ] 

a)製品の特徴 

・設置後のケーシングパイプの状態確認や、挿入不

能時のパイプの変形具合を観察できる 

・同一システムで、ケーシングパイプの設置方向の

計測もできる。なお、深くなるとねじれが累積す

ることがあるので、ケーシングパイプの溝の方位

の測定が推奨されている(土木研究所:挿入式孔内

傾斜計計測マニュアル(案)) 

b)改良点 

・方位磁石をソケット式にして視認性を向上 

(孔内水の濁りなどの影響を受けにくい) 

・方位検出を専用ソフトでシステム化 

(ソフトウェアは開発中) 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

３．導入実績・特許等 

国内のコンサルタント会社、地質調査会社など多

数の販売実績があります。 
 
【お問い合わせ先】 
機器事業本部 営業部 (℡029-851-5026) 

図-1 サーボアクセレロメータ概念図 
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図-3 新型孔内カメラシステム図 
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図-2 新型挿入式孔内傾斜計システム図 
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